
 

 

感染防止の気持ちを保とう。 Ｒ5.5.12～ 

１ 一人ひとりの基本的感染対策（常に心がけること） 

  

 

 

                              ①手洗い感染防止 

②換気に気をつける 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学校生活を営むうえでの基本的生活様式 

３ 出席停止の取扱い 

□こまめに手洗いを実践する。   
□手洗いは水と石鹸で丁寧に洗う。 
□換気に努める。 

 
□こまめに部屋の換気（常に換気扇は運転する）をする。  
□登校前は体調チェックをし、発熱や風邪の症状がある場合は自宅療養。 
□登校時や部活動では手を清潔にする。 
□他人の物や衣服、体への不要な接触は避ける。 
□給食の時は大きな声での会話を避ける。 
□スクールバスでは大きな声での会話を避ける。 
 
 
 

感染防止の基本 

【生徒本人が新型コロナウイルス感染した場合】 
 
 ①発症日を０日目として５日間を経過する。 
  
 ②症状が軽快して１日間を経過する。 
 
 →①・②を満たすまでは出席停止となります。 
 
（発症日を０日目として１０日間を経過するまではマスク着用がのぞましい。） 
 
【生徒本人に発熱や咳、のど痛など、普段と異なる症状がある】 
  
 出席停止とはなりません。 
 
【濃厚接触者についての考え方】 
   
 今後、濃厚接触者としての特定は行わない。 
  
  
 


